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１ ．序言

鹿児島県はかつては日本における化学工業の草分と

も言える反射炉，紡績所などを持っており，工業的に

も，経済的にも日本をリードする立場にあったのであ

るが，産業の近代化とともに種々の立地条件が要求さ

れるようになり，主として消費地から遠隔の地にある

という理由のために近代工業の発展から取り残され，

現在では工業生産は全国でも下位のグループに属し，

県民の経済を表わす指数はいずれもほぼ全国最下位を

示している．気候風土的環境は恐らく最上位にあると

思われるが，経済が振わず地元に大工場などの企業が

ないために，中学校，高等学校の新卒学生，離股の人
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達はほとんどが新しい職場を見つけて県を離れ，再び

帰って来ず，人口は減少の一途を辿り，このままでは

あらゆる意味で県の発展は成り立たない．フランス，

アメリカにあるような一流国際観光地ならいざ知ら

ず，南九州のこの地において人間生活の目標である文

化の向上，生活水準の上昇を実現するためには近代産

業なかんずく工業を興し，県民の所得を増加し，あら

ゆる経済活動を活溌にする以外にない．小さな新卒者

も親許を離れなくとも職業を見つけることのできるふ

る里にすべきである．しかしこのような方法は判って

も工業は自らの利潤追及の目的においてのみ進出して

来るのであり，あるいは新しく生れるのであるから，

果して鹿児島県に工業が興った場合に十分に採算が成

り立つか否か，当然この点が解決されなければ進出も

して来ないし，又新しく生れることもない．この計算

は勿論企業が自らの責任においてやるのであるが，し

かし地元側としても一体このような工業が鹿児島県に

存在しうるのか否か，もし可能ならば県内のどの地区

が一番適当なのか，それではその地区に対していかな

る調査をすべきか，あるいは施設を設けて企業誘致の

努力をすべきなのか，これらの点について調査し基礎

的な研究を行なおうという同志の者が集まり昭和37年

度より，研究を開始し昭和37,38年度と２年続けて鹿

児島大学援助会より研究費を受けこの研究を行なって

来た．昭和37年度においてはまず手はじめとして一体

鹿児島県に大工業を誘致することができるのかどうか

の検討と地場産業としていかなるものを育成すべきか

の大まかな検討と県内のあらましの実地調査を行なっ

てつぎのような結論に達したので第一年次報告として

発表した．（鹿児島県の工業開発に関する調査基礎研

究，第一年次一昭和37年度一報告，鹿児島大学工学部
研究報告第３号）

１．現在わが国でもつとも急速に発歴しつつあり，

したがって今後新工場が続々建設されると目され

るのは，石油精製業，石油化学工業，自動車工

業，電気機械工業であるが，後の２者は特に消費

地から遠いという理由で敬遠されるので石油精製

業，石油化学工業の誘致の可否を論じた．その結

果，経済的観点からは今後１０年内に南九州に１

ケ所石油工業，石油化学工業のコンビナートが出

現する十分の裏付があることがわかった．当然鹿

児島に誘致すべき運動がなされてよいのである

が，立地的な条件，すなわち土地，用水，その他

の検討は本年度すなわち昭和39年度に持ちこさ

れた．

２．１の大企業とは別個にいかなる各種産業が地元

に適しているかを検討し，無機化学工業としては

現在工業化されているもの，たとえば屋久島にお

ける電気化学工業の育成が重要なこと，さらに人

工鉱物工業，シラス利用工業，砂鉄工業，窒素肥

料などを指摘した．

３．県内各地区視察の結果として，現在考えられる

工業適地の概要と，工業用水量のあらましの調査

を報告した．

以上，昨年の調査結果を基礎として本３８年度の調

査方針をグループ間で討議した結果

１．いずれの工業を興すにしるまず第１に問題にな

る工業用水の量と質の調査を県内全般にわたって

行うこと．

２．工業用地の広さ，価格，交通の便，工業用水の

量，価格，労働力供給量，地元の熱意などの点か

ら考えて本年度は北薩出水地区と大隅，志布志地

区の詳しい調査を行なうこと．

以上２点に重点をおくことが決ったので，この線に

沿って研究を進めた．ただし水質調査は準備の都合上

38年１０月から始めたので,本報告には３９年３月まで

の半年分の結果を赦せるに止めた．残りは次回報告に

譲る．

以下木年度研究調査結果の概略について報告する．

皿・川内・北薩地区

われわれ鹿児島県工業開発研究グループは昭和38年

11月４日より２日間，川内および北薩地区の実地調査

をし,予想外に広大な出水地区,重要な問題を抱えてい

る川内地区など種々認識を新たにすることができた．

以下同地区の実情について報告する．

１．川薩地区の概略

本地区は鹿児島県の北西部にあたり，面積727kｍ２

で本県総面稜の８％を占め，地区内市町村は出水市，

高尾野町，野田村，阿久根市，高城町および川内市を

含む地区を称するもので，鹿児島県当局としては優れ

た立地条件として次の各項をうたっている．

イ．九州第一の水量を誇る川内川がある．

ロ．低廉で広大な工業用地がある．

ハ．用地のほとんどが一線国道３号線沿いにある．

二．電力事情に恵まれた地域である．

ホ．地耐力の強い地域である．

へ：股林産資源に恵まれている，
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そうして，低開発工業開発地区としての指定は川内

市，高城町および阿久根市をあげており，工業適地と
して，表ＩＩ－１にあげた９団地を選定している．

しかしながら行政上の区分としては，以上の各団地

は北薩地区として，一本化されるかも知れないが，出

水地区と川内地区とは判然とした別種の性格をもつの

ではないかと考えられるものがあるところから，この

２地区にわけて論ずることとした．

２．出水地区について

Ａ・出水地区概略

出水地区は西北面を八代湾（不知火湾）にのぞみ，

熊本県境にそびえる矢筈岳（687.5ｍ）と北薩を一区

域として区切っている紫尾山（1,067ｍ）系の山々 に

はさまれた東西約８ｋｍ，南北約６kｍにおよぶ旧軍

用地大野原台地を中心としたおよそ4,000ヘクタール

の地域である．

河川としてはこれらの山系を源とする米ノ津川，高

尾野川および野田川などがあり，鹿児島県においてシ

ラスに覆われない唯一の地区と称してよい．したがっ

て河川水は別記のように極めて良質であるが，流域が

限定されているため，その水量は乏しい．このことは

川内川流域地区とは異質的なものであるといえる．

したがって昔時，すなわち現在よりおよそ300年以

前，２０年間の年月と多大の労働力を以て，五万石溝と

呼ばれる導水路を作り，この台地の水利計画が実施さ

れた史実はこの間の消息をうかがうに充分であろう．

一般に本県では行政的に川薩地区として一地区の如

く呼びなされているが，以上の地勢上からも，また折

口，阿久根市街地区の狭あい地帯を考えるとき，さら

に経済圏としては，寧ろ熊本県水俣市と一体である実

情を考えるとき，川内地区とは判然と区別すべきもの

のようである，

したがって，工業開発の方向としては，有明臨海工

業，大牟田新産都市などに水俣を介して結ばれる方向
を考えることが，工業開発の観点からは容易でもあ

り，妥当でもあるように考えられる．

以下当出水地区の工業立地条件中の主要な事項につ

いて述べると次のようである．

Ｂ、工業立地条件について

１）工業適地について

出水地区には，No.l沖田，No.２大野原，No.３

米ノ津干拓，No.４下水流，No.５下名の各団地が

推挙されている．

Ｎｏ．１の沖田，No.２大野原団地は比較的良好と考

えられる．とりわけ現状段階ではNo.１沖田が最良

であろう．

No.３米ノ津干拓は港湾の大型化を考える場合,寧

ろ工業団地としてよりは，港湾用地すなわち荷上げ，

倉庫などの用地として考慮すべきもののようである．

No.４下水流，No.５下名団地は現状のままでは一

級国道３号線の車輔修理工場向きの用地であるが，こ

れはこの地域に近接する出水大干拓地（110＋230ヘ

クタール）とをあわせ考えて，壮大なコンビナート用

地として考えると，極めて大きな意味をもつものとい

えよう．

これについては農業干拓地の工業用地への転用につ

いては，困難な政治的問題があるかも知れないが，有

明臨海工業地帯への結合を目標として，漸進的な運

動を行なうことは決して不可能な問題ではない筈で

ある．

目下の推挙すべき適地としてはＮｏ．l沖田を全面

的に押立てて，No.２の大野原への利水計画を実施し

つつ，No.４，Ｎｏ．５および出水大干拓を含む用地の

適地化への計画を考慮することは決して無駄なことは

表１１－１川薩地区の工業適地
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ないと考えられる．

今ここに阿久根地区のＮｏ．６の折口川地について

述べれば，これは殆ど無意味であるといえるのではあ
るまいか．

ついては，団地選定に対し，各市町村および各部洛

より団地を選定し，総花的に推挙することは行政的に

は意味があるかも知れないが，今すこし集中的，重点

的に選定する必要があるのではあるまいか．

２）工業用水

米ノ津川，高尾野川および野田川などいづれも取水

見込量はやや多過ぎる嫌いがある．前述の如く本地区

は本県では珍らしい無シラス地帯であり，したがって

可溶性珪酸分も少く水質の良好なものであることか

ら，当面の問題としては，Ｎｏ．１沖田，No.２の大野

原団地への水利計画が行なわれていることは望ましい

ことでもあり，またよろこばしいことである．

また台地下部に分布する火山岩類の割目を流下する

地下水，および海岸低地層の地下水は被圧されている

ことが判明しているとすれば，その取水利用は何はと

もあれまづ考えられねばならないものであり，その探

査は容易でないであろうが，この容易でないことを完

遂して始めて，工業茶無整備は可能であるのであっ

て，その困難を突破せねば開発は容易でないことは現

状が最も雄弁に物語っている筈である．

またNo.４，No.５および出水大干拓地への利水計

画については，川内川より取水することを考えねばな

らないであろう．このことについては川内地区の項に

おいて述べるが，ここで注意せねばならない問題は，

当地区の工業用水道，すなわち当地区の河川と川内川

よりの取水したものとを混合しないことである．満水

時においては可溶性珪酸分が６０～l20p.p､ｍにもおよ

ぶ川内川の水と２ｐｐ.ｍの当地区河川水とは別途の水

路によって利水されねばならないであろう．

３）輸送施設

イ）道路

一級国道３号線の利用についてはＮｏ．１沖田，

No.２大野原，No.４およびＮｏ．５，さらに出水大

干拓を含む団地ともども好条件にある．

ロ）鉄道

一級国道３号線に大略並行な鉄道，鹿児島本線につ

いては，いづれも道路の項と同様である。

ハ）港湾

このことについては他の条件より考えて，工業開発

を主眼点とするとすれば，米ノ津港の大型化であり，

現在の米ノ津港（-2.5ｍ）をすくなくとも阿久根港

（－３ｍ，計画－４ｍ）以上，或は水俣港（-6.5ｍ）
程度，或はそれ以上に整備すべきであり，No.４，

No.５および出水大干拓地が接する海面は，シーバー

ス用海而と想定することが肝要であろう．

４）資源

本地区には一般に何処にもある農林産資源以外に見

るべきものはないのであるから，輸送上利便な団地以

外は推挙に値しない訳であるが，前述の如く道路，鉄

道には利便であるが，前項の港湾の整備はこの点から

も最重要事であることを考慮しなければならない．

５）労働力

木地区は工業人口への転換可能な鰹業人口を持ち，

毎年多数の移出が行なわれている現状であるから，問

題はないと考えられるが，最近の工業労働力の質向上

の要求から考えるとき，工業教育および職業訓練，或

は再教育の施設拡充が考えられねばならない．幸い当

地区には工業高等学校があり，一応需要に応ずること

は可能であるが，特に積水高等工学院の設立などを考

えるとき，教育面についても，先行すべき政治面が産

業界におくれを取っている好見本を見るものである．

６）住宅団地

これについては用地もあり取得も容易であろう．

７）本地区の受入体制

地元市町村－特に出水市については，極めて誘致に

積極的であるが，ただしその受入れ構想がやや小にす

ぎる面が考えられる．Ｎｏ．１沖田，No.２大野原団

地のみを考え，大干拓地の工業用地化への政治的努力

を漸次行なってゆくことも必要ではないかと考えら
れる．

この点については県当局の指導についても問題があ

るのではないだろうか．

Ｃ・本地区についての結言

以上述べた如く，出水地区と川内地区は阿久根地区

の狭あい部を境に判然と分割して考え，有明臨海工業

の一環として水俣を通じ，熊本県側からの工業の導入

を将来の方向として》大柿想を立てるべきであろう．

勿論，地味な行き方として，Ｎｏ．１沖田，No.２の大

野原の工業適地化を計ることは当然であるが，同じく

利水計画に大椛想を考えねばならない鹿児島，谷山地

区よりは，出水地区に大構想を描くことの方が，その

実現性は希望がもてるように考えられる．鹿児島地区

は政治，文化の南九州の中心地であればよいのであっ

て，工業地帯化する必要もないし，またその具現性に
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も乏しいものがあるのではなかろうか．

また本地区内の用水の良質さに，量的解決を与える

努力，高尾野川のダム構築等は急がれるべきであり，

或は劣質とはいいながら量的に豊富な川内川の水を導

入する－すなわち当初計画として考えられ，かつ本当

の意味の多目的ダムの構想であった鶴田ダムの大椛想

の実施されなかったことは大きな損失の一つであった

のではないだろうか．

３．川内川地区について

Ａ、川内川地区概略

古代の文化，産業が大河の下流々域に発達したこと

は史実の示す通りであるが，しかしその大河を制し得

なかった古代文化，産業が衰退の一途をたどったよう

に，ここ川内地区も大略それに近いことがいい得るの

ではあるまいか．

現在この点が着目され，鶴田ダムの建設が進められ

ているが，前述したように，当初計画を促進し，当地

区への水の制御は勿論，併せて出水地区への利水によ

って，その量的解決を与えるべき機会が失われたこと

は当県のためには誠に悲しむべきことである．

藩政時代の軍略基地としての久見崎港，商港として

の京泊港が遠く南支那まで交易した史実を考える時，

それが現在までも続行し得たものとしたら，またその

時代に現在構築途上の河口港の導流堤の何分の一かの

ものが設置されたとしたらと残念でならない．

しかしながら，おくれたとはいえ，また当初計画と

は比すべくもないものであるとはいえ，これらのこと

が実施途上にあることは望ましいことである．

しかしながら，その導流堤工事は久見崎誰岸切収の

ため年次的に遅延していることは，色々な障害を与え

ている状態を考えるとき，一刻も早急な完成が望まれ

るものである．

また戦前，川内市薩摩郡が製糸産業で県全体の４０

％の生産高を上げ，県内１位であった事実，また昭和

７年旭織絹Ｋ､Ｋ・川内工場，さらに戦時中軍需工場の

進出があった事実などは工場誘致の可能性の大きなこ

とを示している．

以下，工業立地条件の主要項目について瞥見を与え

ると次の如くである．

Ｂ・工業立地条件について

１）工業適地について

川内地区にはＮＣ‘８の所謂臨海工業用地，No.９

上川内地区があるが，No.９は既存工場（例えば中越

パルプ川内工場）が市街地区に近接して不都合な事態

もあることを考えるとき，中小企業的団地として意味

があろうが，Ｎｏ．８の壮大な工業用地の住宅団地を

想定するとき，この団地は好ましくない点が考えられ

る．この点は出水地区は平坦地にめぐまれており心

配はないが，川内地区の場合は熟考を要することで

ある，

しかしNo.８の臨海工業用地は椛想としては誠に

壮大であるが，京泊一草道間，京泊一川内市街地区間

の川内川々岸道路の直線化および河口港近接地区の土

地のカサ上げ並びに平坦化が順次具体的施策として実

施されなければ，構想は構想のままに終るおそれがあ

り’しかして工業誘致運動と共に，それに見合う工業

用水道の具体化が望ましい．

２）工業用水

川内川を持つ本地区はその水質は別として量的には

充分であり’上述したように工業適地の整備作業を行

なうと共に’誘致連動を行ない，如何なる量の工業用

水道を実施するかの問題が重要であり，目下計画の

15万ｍ3/日は妥当な量といい得るかも知れない．な

お川内川大平橋以下の下流には汚水水路を河川謹岸と

共に考慮すべきもののようである．

３）輸送施設

イ）道路

Ｎｏ．９団地は一級国道３号線沿いにあり好条件であ

るが’Ｎｏ．１０については前述の如く京泊一草道間，

京泊一川内市街地区間の直線化が実施されねばなら

ない．

ロ）鉄道

いづれの団地も引込線については好条件であり，特

に草道一京泊間の引込線は道路と共に実施されねばな

らないであろう．

ハ）港湾

これについては前述したが,河口港の遅延工事を急

速に回復することは勿論，年次繰上げ促進化が進めら

れねばならない.また地区民の切望している船間島の

貯木池の件については，県当局としては鹿児島港の貯

木池との競合を考えているのかも知れないが，Ｎｏ．８

用地の河口港付近のカサ上げに，貯木池埋立用土砂は

振替えられるから,許可すべきものは許可し,自身実施

させるべきことは実行させる方策を行なうべきであっ

て，行政面の指導が地区民を苦しめている適切な１例

といい得るであろう．鹿児島市に県内木工業のすべて

を集中させ，掌握せねばならない理由はないのであっ

て，特に木材に関連するパルプ○工場のある川内地区に
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貯木池があることは極めて妥当なことであって，鹿児

島港の貯木池については，錦江湾入口の山川港付近に

おいて，外航船より輸入木材の海面投下を行ない，曳

引している事実もあるが，これに比較すると川内港の

貯木池はより月然発生的であり，設置すべきものとい

えよう．

４）資源

一般農林産資源について，大口，宮之城地区を後背

地とすれば，これ程その集荷に利便なところは本県内

には余り見出し得ないのではあるまいか．また，この

外に河口港近接の月屋山の石灰岩（埋蔵量900万ト

ン)，その他については，意欲，資金面に充分な力を

持つ企業家を得て早急なその開発を計るべきであろ

う．このことについては河口港の早急な完成が望まれ

ることにも大いに関係があるものである．

５）労働力

労働力については川内地区並びにその後背地区に大

きな工業人口へ転換可能な農業人口を持っているから

問題にならない．ここでも，それらの再教育，指導訓

育が行なわれるべきであろう．

６）住宅団地

壮大な臨海工業地区に対応する住宅用団地の想定を

聞かないのであるが，地域的に見てNo.９団地が

No.８の臨海工業地区用住宅団地と川内市街地とを

切断することが考えられないでもない．じたがって

No.９団地については再考すべきものと考えられる．

７）本地区の受入れ体制

地元地区，特に川内市は市当局，議会共に極めて意

欲的であり，構想についても充分であり，今後は誘致

運動と共に，基盤整備の実施ということに主点をおく

べきであろう．

Ｃ、本地区についての結言

以上を総括すれば当川内地区は，地区民の切望する

貯木池を含む河口港の完成を早急に促進すべきであ

る．また広大な大口，宮之城地区の後背地を持つこと

を充分に生かすことが重要事である．

しかしてNo.８臨海工業地区を重点にとりあげて，

年次計画的に道路，引込み鉄道路線，工業用水道等の

基盤造成を実施すべき段階にあるといえよう．

４．川薩地区全体についての結言

以上述べたように出水地区と川内地区とはその工業

化の主体性およびその方向が異なるものであることを

考えねばならないであろう．

ここで川薩地区にあって言及しなかった阿久根地区

Iまその用地にしても狭あいであり，工業適地として基

盤造成は仲々に困難が伴うことが考えられる．しかし

阿久根鉱山の持つ珪石資源の搬出については充分な考

慮が払われるべきであろう．

したがって港湾整備については留意すべきであろう

が，工業上については自然発生的にし，出水地区，川

内地区の両者間にある行楽地としての性格を持たせる

ことに意味があるように考えられる．

出水地区については特に用水について詳細な調査を

行ない，一応大構想を生かす工業用水計画を立案すべ

きであろう．

川内地区については，河口港の早急な完成が最重要

であるが，No.８臨海工業用地の基盤造成の具剛体化

（すなわち，道路，鉄道引込線および工業用水道）が

望まれる．

また，これら工業開発に関し，指導的任務がある県

当局としても,各市町村,各部落に団地を想定するとい

うことではなく，可能性を考えての選定が行なわれる

べきであろう．しかして団地を想定した以上は，各地

区民の意図を尊重して，工業開発への努力を尽くさせ

るべきである．団地想定については地区民の意向通り

に想定するのではなく，可能性について考慮して選定

を行ない，選定した以上は地区民の意図する方向に大

体の指導を行なうという行き方が取られるべきもので

はないだろうか．

ｍ、大隅地区および都城市周辺地区

ついで，われわれは昭和39年３月２～５日の４日間

にわたって鹿屋・志布志を中心とした大隅地区と都城

市周辺の実地調査を行ない，鹿児島県の工業開発の一

環として当地区が重要な地位を占めているという認識

をあらたにした次第である．

今回の調査の結果，都城市周辺地区が大隅地区の開

発発展と有機的な関連性を有し，行政上は他県に属す

るが，地理的にも，産業経済的にも密接な関係のもと

にあって，同一の場で論ずる必要性を痛感した．

ともあれ，当地区の工業開発にとって，現下最も急

を要する工業立地条件整備の重点は志布志湾沿岸の大

型港建設（志布志湾の大型化）にあると考える．

大隅地区の工業立地条件については「鹿児島県工業

立地条件の概要」（昭和39年３月，県企画部開発課）、

に大略まとめられているので，本稿ではできるだけ記

載の重複はさけて，われわれ研究グループの今回の調

査研究によってえられた結論，すなわち本地区の工業
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よび鹿児島湾沿岸地域との結びつきの強い垂水市，

(2)広大な台地畑地帯と低地の水田地帯を含み，鹿屋

市を中心とした農畜産資源の豊富な内陸地域（鹿屋

市，串良町，吾平町，高山町)，（３）志布志湾に沿つ

開発の将来の方向についてのくることにする．

１．地区の範囲

大隅地区を地形，立地条件などからみて地域的に区

分すれば，（１）高隈山系の西ろくに位置し，鹿児島お
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南九州畜産興業ＫＫＩ末吉町’56,000１３６１枝肉加工

て工業用水にめぐまれた臨海地域（東串良町，大崎町

，有明町，志布志町)，（４）リ仙吸郡北部にあって農林

畜産資源の豊富な財部町，末吉町，大隅町，輝北町，

松山町，（５）大隅半島南部の山林地帯数ケ町村に分け

られる．また，隣接宮崎県に属するが，（６）都城市を

中心とした盆地にひらけた北諸県郡７ケ町村は農畜産

資源が豊富で，鹿屋地区に類似し，もっとはっきりし

た内陸地域である．陸の孤島ともいわれ，歴史的にも

旧島津の支藩として，地理的にも大隅地区と密接に結

びついている．また，経済的にも蛸吸郡一帯との物資

交流の中心地として発展してきたのが都城市である

(図III-1を参照)．

この６地城の中で(1)の垂水地域と（５）の大隅半島

南部地域は今回の調査対象からは省略した．

２．産業および工業生産の概況

大隅地区は県下有数の穀倉地帯で，米,麦,甘しょ，

なたねなどの主産地として知られ，らつかせい，こし

ようなどの特用作物の栽培も盛んである．近年，股業

合理化の一環として暖地ビートの栽培もおこなわれて

いる．また，畜産も古くからさかんで，これらの特性

を生かした畜産，甘しょなどを主柱にした農業構造改

善事業が職極的に推進されている．また，大隅半島南

部および北哨雌郡は林産資源が極めて豊富である．

鉱業としては，大隅半島南部（志布志，大根占，佐

多）で砂鉄が採掘され年間２～３万トンに達する．ま

た，半島南部をのぞいて，当地区全体がシラス台地で

おおわれ，ほとんど無尽蔵であり，近年，軽量骨材と

して出荷されている．

表III-1大隅地区 主要企業の概要

1,223万円

昭和３９．５．操業予
定150,000頭/年

ﾉソ 鉄’26,320ｔ/年11,4721３９１砂

(鹿児島県，工場適地要覧その他より集録)…(1962年）

雄定量または
売上高

業
々
画企

通産省鹿屋アルコール工場｜〃

3,6001３３１枝肉全国畜産株式会社

澱粉

水飴
15,278t/年
7,198t/年

式会社本社工場｜鹿屋市熊野産業株 38,10411251澱粉，水飴
29,9541,051澱粉

加工｜＆柵儀

南州化学

鹿屋
工業株式会社
工場

ﾉノ

ﾉノ

日 本醗酵化成株式会社｜〃 ４，０００１５６１アルコール’60,000万円

5,630t/年9,0751４１

窪田木材株式会社｜〃 ７，４０５１７４１建築用材，チップ

工墜式倉｜〃
鹿児島物産加
社志布志

九州化工株式会社｜〃 １１，６９１１９１１クエン酸，粗飼料’16,400万円

ﾉソ

2,8051５３

アノレコール

ﾉソ 6,750t/年０１２９

上村セメント瓦工場吾平町2,975４９１セメン卜瓦

9,57

山佐産業株式会社｜高山町ｉ１２，４００１７８１建築用材，家具

田之浦工場｜〃

〃 5,630t/年

ﾉソ

東 邦金属株式会社

粉

有限会社天水産業田屋敷工場志布志町Ｉ９，９００１４７

株式会社九州公豚社｜〃 ２３，１００１５０１技肉加工’30,000頭/年

松谷澱粉株式会社｜串良町’15,4501５２澱

粉澱

熊野産業株式会社東串良工場｜東串良町’１６，４５４１１２０１１締製ぶどう糖

西口澱粉株式会社｜大崎町
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さて，表III-1に示されるように工業としては農林優秀で，全耕地の４５％にあたる．畑作物としては，

畜産資源の加工工業があり，でん粉，焼ちゅう，製甘藷，麦類，なたね，大豆，あづき，落花生などの雑
茶，製油，畜産加工などの食品工業と，製材，パルプ穀，そのほか暖地ビート，飼料作物などである．その
チップ製造がある．でん粉工場はその数138工場にも他，特用作物としては，茶，ラミー，たばこ，養蚕な

およんでいる．近年，でん粉の二次加工もすすみ，アどがある．畜産もさかんで乳牛，役肉牛，豚，鶏，め
ルコール，水アメ，ブドウ糖の製造，でん粉粕からのん羊，山羊があり，特に近年，乳牛が増加し，背後に
クエン酸，クエン酸石灰の製造もおこなわれている．は霧島山麓の酪股地帯もひかえている．また，周辺に

その他，畜産加工の枝肉工場も建設された．以上のよは霧島山系その他の林産資源の豊富な地域も有して
うに原料資源型の工業が小規模ながら散在しているのいる．

が現況である〔鹿児島県工業開発調査会編：鹿児島県これらの農林畜産資源を原料にした資源立地型の工
における工業開発の方向（1963年）および鹿児脇県工業が表III-2のように都城市周辺に設立されている．

業立地条件の概要（昭39.3)〕．澱粉工場（約６０をかぞえる)，製粉工場，焼耐，味
一方，都城周辺地区に目を向けると，標高150ｍの噌；播油，クエン酸石灰，製茶などの工場があり，畜
都城盆地は北西部を霧島国立公園の山系に，東部を東産資源を原料として，ハム，ソーセージ，加工牛乳，
岳山系に囲まれ，わずかに南部に開けて志布志湾に達バター，煉乳，粉乳，アイスクリームなどの生産工場
している．大隅地区と同様のシラス台地で，決して良および林産資源を原料とした集成木材工場，木材防腐

質の土壌とはいえない．しかし大淀川の上流に位置加工工場（電柱，枕木）がある．そのほか特用作物を
し，水田がよくひらけ，生産される米は質・量ともに原料にしたラミー糸工場，生糸工場などがあり，最近

表ＩＩＩ－２都城市周辺主要企業の概要

8７

(昭和３７年度・都城市調査資料による）

益山紙製品工業所’2,000 8９１紙

７５１災ベル翼ｺﾂ頃::|::捌糊｜柵

17,083
16,200

瀞’
3,2671
3,2201
石,9００１

売上高

（万円）名｜敏綱費｜従濡数｜主要製品名｜半晶亭業企

東亜防腐木材株式会社’10,500 7’｜重藤喫

23,500耐’1,750ｋ］6９１焼霧島酒造株式会社

森:|:::22827m‘｜蛾

9,176

24,416購:|:::職：

丸十産業株式会社’10,025

209畷江夏食品工業株式会社
ャマエ醤油工場

１

４１１集成材’3,594ｍ３１１９，５００

雪印乳業株式会社’2,267

粉’2,100ｔ 15,0003３１澱九州産業株式会社五十市工場’66,900

３３１半イョL淵一劃(11,和38年12月より操業）

糸’１２３ｔ１47,703

'７１｜ツエ〆酸石撫|:::縦Ｉ田野澱粉化学工業株式会社’67,855

南日本酪農協同株式会社’1,600 4５ 牛乳…|…24,890ｔ
バター，煉乳…,…７２５ｔ

8,485
1,869

袋’1,036ｔ117,986

麦’5,155ｔ１21,3444０１精土持産業株式会社’１０，２４９

麦’3,182ｔ114,2803０１精森山産業株式会社’9,900

糸’５７０ｔ’28,708

星産業株式会社２３，１００

林兼産業株式会社’6,325

162１生

２４４１ハム，ソーセージ’７５２ｔ135.000

首藤製糸株式会社’56,374

４６ｔ

２１ｔ

16,935
5,563ｌ轟轟糸糸玉

生
142都城玉糸製造株式会社’34,270
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スコップ，ショベルの製造工場も設立された．

これらの工場は大部分が原料資源立地型の工業で，

将来？工業の発展方向も，この資源型工業の発展を基

盤にして，漸進的に工業立地条件の整備に努力すべき

である．

３．工業立地条件の現況

近代的企業の成立条件としてあげられるのは，工業

用地，工業用水，道路，鉄道，港湾，電力電信，教育

施設，労働力，住宅用地などである．

ａ・工業用地：大隅地区に工業適地として鹿児島県

が設定した工業用地，’９団地，総面積，,040万ｍ2が

あり’都城地区でも都城市周辺に350万ｍ2の工業用

地を設定している．また，土地価格は両地区とも２００

～2'000円の範囲で，極めて低簾であり，住宅用地も

充分確保できる．

ｂ・工業用水：大隅都城の内陸地域においては，

大規模の用水型工業は別にして，一般的な工業用水は

地下水’表流水ともに豊富であるといえる．大淀川水

量および他河川の水質については，ｖで述べる．一

方，志布志湾沿岸地域には数本の大小河川がそそぎ，

総取水可能量は，50万ｍ3/日以上とされ，用水型大企

業の立地も可能である．

ｃ、道路・鉄道；道路は近年急速に整備されつつあ

り，詳細は「鹿児島県の工業立地条件の概要」（昭和

39年３月）および「都城地域経済の概要（昭和39年

４月）に記載されている.また,九州縦貫高速道路の建

設も決定している.そのほか，南九州横断道路の計画

もある・鉄道は古江線が海演まで延長され，将来はさ

らに延びて国分市で日豊本線に連結することになろ

う．このほか，本地区には日豊本線，志布志線（志布

志一都城)，日南線（志布志一宮崎)，さらに都城から

北に吉都線（都城一吉松）があり，鉄道網は整備して

いるが，輸送力の増強については，日豊本線の複線化

など将来の問題であろう．

ｄ・港湾：鹿児島湾沿いに垂水港，古江港，高須港

があり,志布志湾沿いに志布志港，波見港があるが，

いづれも数百ｔ以下の船舶の出入港が限度である．垂

水・古江港は山が海岸にせまり大型港の建設は困難で

ある.しかし，志布志港および波見港（志布志湾沿

岸）は大型港建設も可能な地理的条件を備え，さらに

産業道路で両内陸地域とも連結でき，鉄道輸送も便利

である・また,北九州，瀬戸内海，京阪神，中京，東

京などへの距離も大型船舶が就航すれば近くなり，南

方諸島，東南アジア地域諸国とも最短距離に位置す

る．将来，大隅，都城両内陸地域の門戸としては，志

布志湾に大型港を指向するのが妥当で，しかも有利で

ある．また,､志布志湾沿岸に大型港湾を建設しなけれ

ば，本地区の工業の飛躍的発展は期待できない．

ｅ・電力：昨年度報告を参照されたい．

ｆ・労働力・教育施設：清新な人材，労働力の供給

源であって，大隅地区では昭和38年３月高校新規卒

業就職者の約63％，中学卒業就職者の約82％が，県

外特に中京，阪神，東京方面に就職流出している．ま

た，都城市には国立工業専門学校が設置され，中級技
術者が養成される．

以上のように潜在的に有利な工業立地条件を備えて

いる本地区にとって，第一の問題点は大消費地，大工

業地帯と離れすぎている点である．この問題の解決に

一歩，二歩近づくには大型港を建設して，安い運賃で

大量の資材，物資の移輪出入を円滑におこなうことに

あると考える．また，大型港湾が建設されたあかつき

には，志布志湾沿岸地域に重化学工業コンビナートの

立地の可能性も増大するものと思考する．

４．工業開発の将来（適地産業の選定）

当地区の工業生産の現況を概観すると，大隅地区，

都城地区を問わず，ほとんど大部分の企業が原料･資源

型工業で，農林畜産資源の二次加工工業として発展し

ている．その他の資源としては見るべきものはなく，

大隅半島海岸の砂鉄と，不良土壌の原因，災害の原因

になっていたシラス・軽石である．近年，シラス・軽

石を工業原料とし利用する企業化の可能性が芽ばえつ

つあるが，そのほかには見るべき鉱物資源は発見され
ていない．

鹿屋市を中心とした地区と都城市周辺地区とは地理

的条件もやや類似していて，内陸地域の形体をなして

いる．両地区ともシラズ台地で，畑作の農業生産Ｉ性も
良好とはいえない．

鹿屋市の北部に位置する笠野原台地は農業構造改善

事業の一環として，高隈ﾀ゙ ム（重力式）の建設が進行

中で，完成のあかつきには4,800町歩におよぶ台地に

11本の導水管で潅水される予定である．

また，都城市周辺地区も農業構造改善事業が推進さ

れつつあり，耕地整理・交換分合が進められている．

また都城市に農林省九州股業試験場畑作部が設置さ

れ，昭和３７年に竣工した．４５万ｍ２におよぶ用地を

有して，畑作股業，特に南九州低開発地域の不良土壌

(シラス）における農業生産振興策が各種の角度から

研究指導されつつある．
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さて，このような内陸地域の工業の開発・誘致につ

いては，当初から大企業の誘致を夢見ることは困難

で，これらの農業構造改善事業の進展と農林畜産物を

利用する原料資源型工業との有職的な関連性の下に長

期計画を慎重に研究立案し，その方向で漸進的発展を

考えるべきである．

勿論，内陸地域といえども，原料資源型工業にだけ

とらわれる必要はない．結論的にいえば，工業立地条

件として幾多の有利な条件を有しているので，将来大

企業，特に労働力集約型工業の誘致には極力努力すべ

きである．

（A）原料資源立地型工業

両地区でえられる農林畜産資源を原料とする高度二

次加工工業，鉱物資源の採掘およびそれらを原料とす

る工業がこれに属する．

（a）農産物資源を利用する工業

本地区に産する農産物としては，米，麦類，甘藷，

なたね，大豆，あづき，落花生，こしよう，暖地ビー

ト，茶，たばこ，ラミー，養蚕，柑橘類など多種多様

である．しかし，農業構造改善事業の指向する方向も

１戸の農家が多種類の農作物を栽培するのではなく，

適地適種で農業機械をとり入れた集中生産方式に移行

し，農業生産性の飛躍向上を期待するものである．

たとえば，重点作物の一つとして，甘藷などは畑作

台地の作物としては，機械化集中生産の可能な作物で

ある．しかも，甘藷からえられた澱粉を出発原料とし

て，高度二次加工工業の発展が大いに期待できるもの

である．現在，本地区の甘藷生産並の約７０～80％が

澱粉製造に向けられ，残り２０～30％が食用，飼料用

などの自家消費に向けられている現状で，本地区には

約200におよぶ澱粉工場が散在しているが，その大多

数は原始的な小規模工場で，１年間を季節的に数ケ月

操業するだけで，澱粉の高度二次加工と直接結びつい

ていない．それゆえ，これらの澱粉工場の技術的合理

化と統合によって，生産性の向上をはかると共に，高

度二次加工と直結して年間を通じて操業できる企業態

勢が備えられるべきである．

現在，澱粉の二次加工製品としては，アルコール，

焼酎，ぶどう糖，結晶ぶどう純，春さめ，水飴，クエ

ン酸，クエン酸石灰などが生産されているが，澱粉の

大部分は生澱粉，乾澱粉として，そのまま出荷されて

県外で加工されているわけで，さらに付加価値を高め

た製品にして出荷するよう努力がはらわれることを望

みたい．また，現在生産されている二次製品以外に全

く新しい製品の研究開発の可能性が大きく，いわゆ

る“澱粉化学工業”の研究開発体勢も同時に整備され

る必要がある．

その他の農作物の二次加工については，紙数の関係

もあり省略するが，暖地ビートの栽培は甘藷栽培と競

合する点，慎重な検討を要するものと考える．

要するに，農作物を原料･とする工業としては，大

隅，都城両地区とも甘藷澱粉の高度加工工業を中心に

して，その他の食品加工工業（製茶，かんづめ加工な

ど）も発展が期待される．しかし，ラミー糸，生糸な

どはそれほど発展は望めない．むしろ，飼料用作物の

乾燥工場，飼料配合工場などが期待できるのではある

まいか．

（b）畜産資源を利用する工業

大隅地区は鹿児島県でも最も畜産のさかんな地区

で，和牛（枝肉用）約５万頭，豚（枝肉）約１０万頭

が飼養されている．また，乳牛の飼養も急激にのびつ

つある．特に，豚の飼養は甘藷澱粉粕を飼料として利

用すること，地区内に大型の枝肉工場も設立されたこ

となど有利な条件も整い，ますます盛んになることが

期待できる．それゆえ，ハム，ソーセージ，ベーコン

などへの二次加工および農，水産物原料ともかみ合せ

た碓詰工場の立地も有望である．また，将来，牛乳の

上に瀧吊:の増加にともなって，乳陥製品工場の立地も考

えられる．

都城地区については，畜産の統計的数値をもってい

ないが，農業構造改善事業の一環として，畜産には大

いに力が入れられ，現在，ハム・ソーセージ工場（九

州内需要の約50％を生産)，牛乳加工，乳製品工場が

稼、している．本地区は背後に霧島山麓の酪農地帯を

控え，畜産加工工業の将来は明るい．また，九州縦貫

高速道路が完成すれば，北九州方而との直結が強化さ

れ，市乳のみならず乳酪製品の生産は大巾に伸びる可

能性をもっている．

ともあれ，大隅，都城地区の食肉加工，乳酪製品関

係の加工工業の発展は隆業構造改善事業の進展と直接

結びついていて，漸進的発展が期待される．また，大

型枝肉工場の立地にともなって，将来，皮革工場の進

出も予想される．また，乳肉牛，豚，にわとりなどの

畜産振興にともなって，濃厚配合飼料を目的とする飼

料工業の立地も有望になってくる．飼料工業は種々の

穀物飼料と魚粉や魚類加工廃物などの動物飼料とを配

合加工される．

（c）林産資源を利用する工業
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大隅半島南部および北四部地区は林産資源にめぐま

れ,木材蓄積量は1,000万ｍ3におよぶ．昭和35年に

おける大隅地区の木材伴走量は針葉樹20.8万ｍ３，広

葉樹10.7万ｍ３である．大隅半島南部の木材は専ら

原木のまま県外に移出され，現在，木材は一般用材お

よびパルプ材として利用されている．

製材工場，木製品工業は数多いが，大部分は零細な

もので，技術的にも立遅れている．近年，木製品も加

工度が高められて，加工建材，合板，特別合板，硬化

合板，積層材，集成材，チップポード，アアイバーボ

ードなど加工度の高い改良木材の需要が急激に増えて

いる．したがって，全国的市場と直結して量産化と技

術的に高い水準の木材加工工業の育成，誘致を必要と

する.．同時に木材関連企業の集団化によって廃材など

を有効に利用する木材化学工業も将来を期待したい．

また，家具，事務用品，装飾品などもこの企業集団に

含まれる．一方，パルプエ業も木材関連企業集団の一

環として考慮し，その方向で木材工業が本地区に立地

することを考えたい．

さて,パルプ工業はすでに完成の域に達した工業

で，木材中のセルローズ(45～50％）の分離．精製を

目的とした工業で漸進的に発展している．副産物とし

ては，トール油，テレビン油，リグニンなどがえられ

る．しかし，リグニンは木材中に２０～30％含有され

ているが，パルプ蒸解廃液中のリグニンの利用は不十

分である．

一方，木材を化学工業の原料として考え，木材の成

分であるセルローズ，ヘミセルローズ（20～30％)，

リグニン（20～30％）など全部を化学的に処理して，

合成化学工業の各種原料をえて，有効に利用しようと

するのが，いわゆる“木材化学工業”である．基礎研

究としては，相当の研究成果が集積されていて，石油

化学，石炭化学などのように独自の体系を備えうる可

能性をもっている．本報告では，紙数の関係で詳述で

きないが，つぎの機会に纏めて報告する考えである．

（の鉱物資源を利用する工業

本地区の鉱物資源としては，志布志湾沿岸および大

隅半島南部海岸の砂鉄と，大隅，都城両地区とも不良

土壌，災害の原因をなして，ほとんど無尽蔵に埋蔵し

ているシラス，軽石である．

砂鉄は大隅地区から年間２～３万トン採掘されてい

る．砂鉄資源および砂鉄製錬工業については，昨年度

の吾々研究グループの詳細な報告（鹿大工学部研究報

告,3,101～107）がある．砂鉄資源は種子島には埋蔵

通540万トンといわれ，将来，志布志湾沿岸の港湾が

整備されれば，砂鉄製錬工業の立地も考えられる．

軽石は現在，古江港，志布志港から主として阪神，

北九州方面に軽量骨材として出荷されている．古江

港からは1,200t/月，志布志港からは昭和38年度に

6,100t/年積出された．一方，シラスを原料とする企

業化は，鹿児島県に未開発資源企業化委員会が発足し

て，今年度から「シラスの工業的利用」を中心課題と

して，研究開発が具体的に推進されつつあり，近い将

来，貴重な地下資源として多方面の用途が開拓される

であろう．シラスを有用な地下資源として利用する工

業の成立も大いに期待できると信ずる．

（B）労働力集約型工業

近年，労働力の極度の不足にともなって，工業用地

が簾価に入手でき，工業用水も豊富な地方に労働力を

求めて進出する企業も増加の傾向にある．また，輸送

費が大きくかさむような製品の製造企業は，消費地ブ

ロック別に工場を分散しつつある．

一方，鹿屋市および都城市を中心とした両内陸地区

表ＩＩＩ－３大隅地区内新規卒業者就職状況

1３．６その他

学等 枝I司

9０

外

卒業者内訳 就職状況

県内

その他

卒業者数'2,,命|,００瀞 ％
37.2

人

609
県内

県

愛知県’１，１４８１２９．４

外

愛知県’１１３１６．９

(昭和３８年３月鹿児島県統計課調べ）

進学者数’２３５１０８ 大阪府’３３８１２０．６
県

進学者数’４，４０５１４７．７

9３８１１０．１

大阪府’1,046126.8

就職者数’１，６３７１７５．６ 東京都２８８１１７．６

就職者数’３，８９９１４２．２

計’3,8991100.0

その他’８２９１２１．３

核

卒業者内訳

東京都’１５９１４．１

7fＮ
％
４８１

就職状況

計’''6371100.0

卒業者数'9,24Al1o0ff

学中
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河 名

志布志湾沿岸，大隅半島の砂鉄および海路近距離輸

送できる種子島の豊富な砂鉄を原料とした砂鉄製錬の

工業立地の可能性がある．また，目下あらゆる角度か

ら研究開発が進められている東南アジア地域に無尽蔵

といわれるラテライト鉱からの製鉄工業があり，鉄の

みでなくラテライト鉱が含有するアルミニウム，マン

ガン，チタンその他の金属も同時にえられ，金属工業

も付随して立地される条件にある．それゆえ，ラテラ

イト鉱よりの製鉄工業の企業化が待ち望まれるわけ

で，成功のあかつきには，最も有利な地理的条件も有

していることになる．

（b）石油精製および石油化学コンビナート

昨年度の本研究グループの調査研究（鹿大工学部研

究報告,３，９０～96）によって明らかにされたところに

よれば，昭和45年以降に九州内の石油製品，石油化学

製品の需要見通しからして，大製油所ならびに関連石

油化学工業コンビナートを九州内に建設する必要がで

てくるものと考える．その時期には，志布志湾沿岸地

域も立地の候補地として一応考慮されるであろう．

（c）地域外または外国から移輸入した原料の利

用加工工業

両内陸地域の農畜産資源の高度加工工業（食品工

業）の発展および股業構造改善事業の進展，そして志

布志大型港の整備などによって，一般的工業水準の向

上，飼料工業の必要性とも関連して，本地区で生産さ

れるなたれを原料とする食用油工業（油脂工業）を考

えれば，量的に限界があり，むしろ大豆，とうもろこ

しなどの輸入原料を加えて，各種食用油の生産と同時

に脱脂大豆の利用，マーガリン，マヨネーズなどの生

産もとり入れた多角的食品工業の立地は原料輸入の点

から臨海地域が有利である．

（｡）パルプ工業（または木材化学工業）を中心

とした木材工業関連企業

パルプ工業，木材化学工業の成立を中心に想定すれ

ば，内陸地域では，大越の工業用水，工業廃液問題と

関連して，臨海地域にその立地の条件があると考え

る．その周辺に木材加工工業の発展によっては，ラワ

ン材などの輸入も必典になり，臨海地域に立地される

方が有利である．

（Ｄ）大型港の建設

本地区の工業開発の将来について論じてきたが，原

料資源型工業を中心に漸進的ながら着実に発展の歩を

踏み出している現時点において，すでに素材および製

品の移出入の障害が顕著にあらわれつつある．吾々研

においては，股業構造改善事業，木材加工工業の進展

にともなって，股業機械，林業機械の需要が噌大し，

それらの製造工場および修理工場の立地も予想され

る．また，両地区の若い労働力は，ほとんど県外に流

出している状況で，昭和38年３月の統計によれば，大

隅地区の高校，中学新規卒業者の就職状況は表III-3

の通りで，高校卒就職者の６３％が県外に，中学卒就

職者の８２％がやはり県外に就職している．その他，

農閑期を利用した季節的出稼労働者も多い．

このように労働力の豊富な両地区にあっては，原料

資源立地型工業とともに労働力集約型の機械工業，精

密機械工業，電気関係部品工場および組立工場，各種

繊維の織物工場などの立地が考えられる．特に，東南

アジア方面との貿易拡大にともなって，将来，志布志

湾に大型港が整備されれば，輸出向のこれら製品の製

造組立工場の立地は有望と考えられ，誘致に努力する

ことが望ましい。

（C）臨海地域の工業

志布志湾沿岸地域がこれに属する．志布志湾には，

表III-4のように，数本の河川がそそぎ，100万トン／

日の取水可能な肝属川をはじめ，菱田川，安楽川その

他があり，総取水可能量150万トン／日以上といわれ

る．このように工業用水も極めて豊富で，工業用地も

鹿児島県が設定した工業適地192万坪があり，その背

後地も広大である．

表ＩＩＩ－４志布志湾地域河川の取水可能趣

''0001000,3/日以上
400,000,3/日

’50'000,3/日

1501000,3/日

9１

肝
菱
持
田
安

ｊ
ｊ
ｊ
ｊ
ｊ

このように，潜在的に有利な工業立地条件をそなえ

ている当地域にとって，大型港湾をもたないことは致

命的欠陥である．もし，大型港があれば，東南アジア

その他の海外地域より最短距離にあり，直接海外より

原料資材の輸入が有利で，また国内の資材，製品の移

輸出入も円滑におこなうことができる．そのほかの工

業立地条件も漸次整備されるならば，将来，用水型の

大企業コンビナートの立地も充分可能性をもつと考え

る．たとえば，次のような工業の立地が想定される．

（a）砂鉄製錬ならびにラテライト鉱を原料とし

た製鉄工業コンビナート

胴
田
留
原
楽
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２．大淀川流量

都城地区で工業用水を利用する場合は大淀川上流の

ともあれ，志布志港の整備拡充は志布志を含めて大

隅地区，都城地区の工業開発にとって死命を制する課

題と信ずる．

究グループが本地区の調査に立寄った際にも，志布志

港には多量の澱粉，軽石などの滞貨が見られた．ここ

数年間の志布志港の利用状況の推移を見ると,表III-5

の通りで，志布志港入港の隻数は昭和34年～昭和３８

年の間に２倍強に，そのトン数は３倍強となってい

る．また，移輪出入貨物量の推移を見ると，表III-6

のとおりで，昭和34年の移輸出量47,000ｔに対して，

昭和３８年は160,000ｔと3.5倍に増えている．

１V・川内川および大淀川の水量

県内各地区に工業をおこす際重要な立地条件となる

工業用水について，残念ながらまだ県にも完備された

資料がないと聞くので，われわれは各地の視察を行な

うと同時に県内および近接主要河川の水量および水質

に関する基礎調査を開始した．本年度は水量について

は川内川・大淀川について通産省の測定したものを基

礎に論ずるに止め，水質についてはＶ・で報告するこ

ととした．

１．川内川流量

川内川の流量については，大口市宮人における通産

省測水記録があるのでこれで調べてみると，戦後の昭

和20年から３８年までの期間中渇水量を示しているの

が昭和22年であるから，川内川の流量を工業用水に

利用する場合は一応この水迅を基礎とすれば安全であ

ろう．取水地点が下流になる場合は，流域面積がそれ

だけ大きくなるから，その分だけ流量を増して考えれ

ばよい．表ＩＶ－１には月別に最大，最小，平均値をそ

れぞれ要約記述しておいた．図1V=１は１カ年間の流

量の分布を流況曲線に表わし，一見して利用水量対日

数の関係がわかるようにした．

表ＩＩＩ－５志布志港の利用状況

365日＊昭和20年～38年中のもの

35.48

47,357
101,361
130,206

143,755
160,745

年次｜隻数’総トン数

５５７

８４８

８５０

915

1,261

64,079
132,752

175,431
199,356
208,665

昭和３４

３５

３６

３７

３８

年平均

表III-6志布志港移輸出入の推移

43.44

15,856.3年総量’12,949.3

年次｜移輸出(t）’移輪入(t）

均
量
－
９
８

坪
体
一
随

58.0,
1,220.01

１
３
５
９
５
０
５
５
６
４
３
５

０
■
Ｇ
①
。
●
①
●
●
由
●
■

８
９
７
９
５
８
１
６
０
８
３
７

２
１
１
１
２
４
７
２
２
１
１
１

１

３
５
７
７
３
７
０
８
９
３
４
４

０
■
●
■
●
●
巳
●
■
●
●
●

２
６
４
３
４
３
６
８
４
４
２
２

２
１
１
１
１
１
２
１
１
１
１
１

3,058
15,426
12,007
16,292
16,216

４５．０

４５．０

39.1

1,431.0
117.0

585.0

４５．５

８９．９

３８．４

113.0

４５．５

６４．５

昭和３４
３５

３６

３７

３８

月１
２
３
４
５
６
７
８
９
０
１
２

１
１
１

(表５，６は志布志町調べによる）

さて，本地区は南九州低開発地域に指定される程，

大都市，大工業地帯と隔絶されている．北九州工業地

帯との結びつきは九州縦貫高速道路の建設によって一

挙に短縮されることになるが，瀬戸内海沿岸，阪神，

中京などの大工業地帯，大消費地との距離の短縮，資

材・物資の交流は船舶輸送が最も有利で，輸送費も低

廉である．また，地元志布志地区は勿論のこと，内陸

地域の鹿屋市周辺，都城市周辺地区も志布志港の大型

化によって，一般雑貨類も含めて工業用物資の円滑な

流通と産業基盤の整備を渇望している．

今年度より港湾建設の基礎調査が実施される予定で

あるが，少くとも3,000～5,000ｔ級船舶が接岸できる

港湾の早急な完成が切望されるわけである．

また，九州縦貫高速道路の完成のあかつきには，都

城市および北諸県郡は勿論のこと，小林市を含めた西

諸県郡の一部も大型志布志港を門戸とする流通経済圏

に入ることも想定される．さらに，志布志湾臨海工業

の立地発展によっては，将来，数万トン級の船舶も接

岸できる，さらに大型の港湾の必要性も出てくるので

はあるまいか．

表１V=１川内川流量（宮人測水所）

７
９
２
８
７
２
１
４
４
４
５
３

●
■
●
●
色
●
■
●
●
●
●
■

２
２
１
１
０
３
０
４
０
２
１
９

２
２
２
２
３
２
２
２
２
２
２
１

９
８
１
９
３
１
９
３
０
７
３
６

●
■
■
●
■
。
①
●
●
■
●
■

７
９
６
３
３
３
７
５
６
６
６
５

２
２
２
１
６
６
２
４
２
４
２
２

１
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60.7

26.0

31.0

63.6

大
量
最
水

*平水年(昭和33年）紫渇水年(昭和22年）

蕊|鶏|穂
最小

水量
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大淀川の流況曲線

つ支流毎の流量は支流の流域面積に按分して大凡の流

量を推測できる．ただし表ＩＶ－２の資料は昭和３１年

より３６年に亘る間のものである．なお流況曲線は図

ＩＶ－１に示した．

日

１塁！Ⅳ－１川内川，

各支流よりそれぞれ必要に応じて導水することになろ

うから，北諸県郡王子橋における通産省測水記録を基

礎として次のように考臆すればよいと思う．

すなわち，都城地区は大淀川の上流に位置するか

ら，上記,記録の流量を流域面枝に比例して低減し，か

表１V=２大淀川流迅（王子橋測水所）

Ｖ・鹿児島・谷山地区，国分・隼人地区および出水

地区河川の水質調査

鹿児島県の工業用地に指定されている鹿児島・谷山

地区，国分・隼人地区および出水地区の主要河川，す

なわち甲突川，新川，脇田川，天降川および米ノ津川

について工業用水の立場から，その水質を調査すると

ともに，水質が季節的にどのように変化するかを検討

した．水質項目の中には季節的に変化するものも多い

が，時には突然に水質に変化を与える場合のあること

を考腫に入れる必要がある．すなわち，河川の水質を

検討するには，直接，間接に水質を支配する因子の究

明が必要であって，水質を支配する因子には気象ｒ地

質などの自然環境条件および河川の周りにある工場・

鉱山その他による人為的環境条件などが考えられる．

換言すれば“水質とは常に変化するもの”であって，

月一度の採水による分析結果というものは絶えず変化

流況曲線
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しているものの中から選ばれて得られたものであるこ

とを常に考え，その試水の表わす意味を危険のなきよ

う検討する細心の注意が必要であろう．

今回の水質調査は，準備不足と不馴れのため必ずし

も十分のものではないが,一応1963年10月から１９６４

年３月までの６カ月間について水質の季節的変化を報

告することにする．現在，以上の五河川のほかに永田

川，安楽川，肝付川などについても水質調査中である

ので次号に引きつづき報告する予定である．

わが国の河川水は概してＳｉＯ２含有量が多いが，特

に鹿児島県はシラスという特殊土壌のため，かなり多

い．農業の面では水稲の生長に良い影響を与えている

けれども，工業用水としてはいろいろの障害を起すの

で，特に鹿児島県河川については脱珪法の研究が重要

である．

水質調査の報告は水質各項目毎に報告するととも

に，この報告の末尾にさらに各河川毎にデータを集録

した．さらに，各河川における各水質項目の平均値を

求め，それらを日本の河川の平均値と比較したものを

表Ｖ二１３に示し参考に供した．

１．水温の季節的変化

工業用水として要求される水温は一般に低温で工場

の運転上季節的水温変化のみならず，同一季節におい

ても最低，最高水温の開きがなるべく小さいことが望

ましい．一般に西日本における河川水温の年較差は

２７～30℃であるが，今回は年間水温の最高を示す夏

期の値がないので年較差は知り得ない．

図Ｖ=１に示すように，鹿児島県各河川の水温は１０

月から３月までの期間では最低を示す水温は２月であ

って各河川のうちでは米ノ津川の水温が最も低く２月

で９℃を示している．さらに，１１月から１２月に急激

な水温降下（約8℃）が認められ，１２月から２月まで

ほとんど変化なく，約8～10℃の水温を示している．

新川，甲突川，脇田川は地理的にも近接しているた

め，その水温の季節的変化も類似しており，これら河

川の水温は鹿児島市の日平均気温の月間平均と日最高

気温の月間平均の間に位置している．

２．珪酸分の季節的変化

珪酸分の季節的変化は図Ｖ岩２に示すように各河川

についてほとんど認められず，米ノ津川を除く’他河川

は平均５７～59ｍｇ/jの珪酸を含有している．米ノ津川

は平均19.7ｍｇ/ﾉで日本の主要河川の平均含有量に近

い値を示している．わが国では一般に珪酸の含有は高

く，特に北海道では２０ｐｐｍ以下の用水は少ないとさ

Ⅱ

。米ノ津ノⅡ

2０
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５

１o月１１月１２月１月２月３月
1963年１９(姓年．

図Ｖ－１水温の季節的変化

れている．日本における河川の水質の概略の標準は１０

～30ppmである．米国では１０ppm前後の用水が最

も多く，約80％が２０ppm以下であり，３０ppm以上

はわずか７％に過ぎない')．これらの値に比較すると，

脇田川，新川，叩突川および天降川の各河川の珪酸含

有が高いことがわかる．

これら珪酸の高含有に多大の影響を与えるのは鹿児

島県の特異の地質である．それは鹿児島県下の約70％

占め分布している火山噴出物の軽石凝灰角喋岩（"シ

ラス'，，軽石流）の諸性質によるものと考える．すな

わち，シラスは孔隙に富み，透水性が大きく，その化

学成分は表Ｖ－１に示すようにＳｉＯ２量の含有は７０％

以上2)であって，天降川，脇田川，新川および甲突川

の各河川はいずれもいわゆるシラス台地を流下してい

るため珪酸含有量が大きいと考えられる．これら各

河川がシラス台地を流下しているのに対して，米ノ

津川は古期岩相中を流下しているので，前者河川に比

較していちじるしく珪酸含有量が少ない．工業用水の
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表Ｖ－１シラスの化学成分（％）

600

3月11月１２月１月２月

1964年

珪酸分の季節的変化
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1963年ユ964年

図ｖ－４濁度の季節的変化
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３．全蒸発残留物と濁度の季節的変化

全蒸発残柄物とは表Ｖ~２の（ハ)，（二)，（ホ)，

〔へ)，（卜）の合計量の110.Ｃにおける乾燥重量をい

立場から工業業種如何によっては当然脱珪の必要が考

えられ，特に高圧ボイラーなどがますます多くなって

行く現在においては鹿児島県河川では脱珪について検
討する必要があろう．

珪酸の除去については現在種々 の方法が考案されて
いるが，大別すると（a)薬剤添加，（b）イオン交換，

(c）蒸留の３つの方法がある．薬剤としてはＡ１,Ｆｅ

の塩を用いる方法，およびＭｇ塊（特にMgO）を石

灰ソーダ軟化操作に併用する方法があるが，いずれも

処理水の珪酸を１ＰＰｍ以下まで経済的に下げること

は困難である．

最近はイオン交換法が最も盛んに用いられるように

なり，陰イオン交換樹脂を用いてかなりの成績を上げ

ている．そのほか，電解脱珪法などもあるが鹿児島県

としては脱珪法について特に研究を進めるべきである

ことを強調したい．
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表Ｖ－２ 水に含まれるものの分類
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う3)．また（ホ)，（へ)，（卜）は濁度と密接な関係が

ある，

脇田川，甲突川，天降川の全蒸発残留物は類似した

値で160～180ｍｇ//，米ノ津川は最も少なく９３ｍｇ/／

の平均全蒸発残留物を示している．それに対し，いち

じるしい変化を示すのは新川であって，平均全蒸発残

留物が340ｍｇ/jの高値であるばかりでなく，急激に

増加する傾向を示し，図Ｖ－３に示すように1964年３

月では750ｍｇ//に達している．この現象は自然環境，

すなわち季節的変化によるというよりも，人為的作用

によるものであろう．新川を工業用水として考慮する

ならば，早急にその対策を検討して下水化することを

防止すべきである．

わが国の河川水の濁度は一般に比較的小さいが，大

陸の大きい河川には驚くべき大きな濁度を示すもの

がある．例えばＡ]kansasriverについてそのＳｉＯ２

ｐｐｍの濁度をみると，最低14ppm,最高27,500ppm

で平均2,230ppmである1)．これからでもわかるよう

に濁度は季節的に変化するので，その測定は回数を重

ねて季節的変動をよく見究わめねば殆んど無意味であ

ることが解る．それで著者らは年間を通じてその濁度

および水質の調査を計画したわけである．鹿児島県河

川の濁度の季節的変化は図Ｖ=４に示すように，１０月

から３月までの湖度および全蒸発残留物の測定結果か

ら判断すれば，さほど問題にはならなが，雨期の状態

を考慮する必要があり，今後の測定によって明らかに

する予定である．

４．溶存酸素ガスの‘季節的変化

昨今ボイラーの高温高圧のものが使われるにしたが

い酸素の腐蝕が問題になっている．特にドラムの水面

付近に起る点蝕の現象が著しい．表Ｖ=３に示す如く

低圧のボイラーさえ０‘5ｍｇ//以下にしなければなら

ないが，高圧ボイラーの場合は殆んど痕跡程度（最近

のものでは0.005ｍｇ//以下）を要求している．

酸素量は地下水には比較的少ないが地表水には大気

中の酸素と平衡に近く酸素を吸収しているので注意す

べきである．鹿児島県河川の溶存酸素は図ｖ=５に示

表Ｖ－３ボイラー給水中溶存酸素の制値＊

５
１
０

５
０
０
０

０
０
０
０

く
く
く
く

ｏ新川⑧米ノ祁川ＸＩｉＩ炎川１

口天降川△脇田川

ラーの圧力

(Ｋg/cm2）

9６

mg/ノ

２２

１１月１２月１月．２月３月４月

図Ｖ－５溶存酸素の季節的変化

すように，１３ｍｇ/ノー20ｍｇ//であって季節的変化は
ほとんど認められない．

ボイラー給水用としては当然その制限値を越えてい

るので，酸素の除去が必要となるが，その除去法には

(a）機械的方法，（b）化学的方法がとられている．機

械的方法では加熱減圧法によって酸素を除去してお

り，化学的方法では水に化学薬品を加えて酸素と反応

せしめるのであるが，用いられる薬品としては古くか

ら亜硫酸ソーダがあり，近年はヒドラジンその他の有

機物が使用されるようになった．

表Ｖ－４は酸素の水に対する溶解度を示しており，

水温によって酸素の含有量が変化する，

掌岡本・大蔵・清水「工業用水」（下）より転載

１～５

１５～２５

２５～５０

５０～１００
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表Ｖ~４酸素の水に対する溶解度 ｍg/ノ

３．０

V二６のとおりであって，さらに貯蔵容器による影響も

大きいことが知られている．

６．硬度の季節的変化

わが国の用水は一般に硬度が低く大体１～３度（ド

イツ硬度｡ｄＨ）程度のものが多い．これに対しヨーロ

ッパ，米国などでは極めて高く，通常数度～数十度に

およんでいる（註１.ｄＨは17.85ＣａＣＯ３ｐｐｍに相

当する)．

わが国においては国鉄の給水についてまとめた資料

があるが1)，全資料831例（水道水24％，井戸水４４

％，川水１８％，渓流９％，湖水３％，その他３％）

について見ると全硬度2.8.ｄＨ以下のもの５９％，２．８

～5.6.ｄＨのもの29％，5.6～8.4･ｄＨのもの９％,8.4ｐｄ

Ｈ以上のもの４％である！

鹿児島県各河川の平均全炭酸含有をみてみると１．４

～2.2ｍｅq/Ｉである（1ｍｅq/jは４４PPmに当る)．用

水中に炭酸が多く含まれることは蒸気，凝縮水その他

の水管などの腐蝕の原因となるので除去の必要があ

る．溶存炭酸の除去については（a)機械的方法と（b）

化学的方法とがある．機械的方法では用水を空気中ま

たは真空中で水を小さい粒子にして吹き出させるか，

または水を加熱する方法がとられる．化学的方法では

水中の遊離酸を重炭酸の形に変える方式であり，実際
には石灰石の砕石層で浦過する．

河川の溶存炭酸の季節的変化は図Ｖ－６に示すよう

に変化に富んでいる．これは水中のＣＯ２は極めて不

安定であり，できるだけ採水現地で測定すべきである

が，輸送した試水を問題にしなけばならないことが多

いため，時間の経過により採水時とはかなり変化を生

じているためである．たとえば現場で測定した値と試

料を研究室に輸送後測定した結果の１例を示すと表

新川

甲突川

1.0１．３１．７
０．８１．１１．４
０．７０．９１．２
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０．５０．７０．９
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"‘卜庵|，翌|坐
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2.8

1.2

2.6

５．溶存炭酸ガスの季節的変化

炭酸ガスは殆んど全ての自然水に含まれ，その量は
広い範囲にわたる．降りたての新鮮な雨水にも0.5～

2ｍｇ/I程度の炭酸ガスが含まれる．しかし放置する
と少量の微生物とか有機物が含まれるので分解して炭
酸ガス含量が増加する．通常河川水は０～5ｍｇ//程度
のＣＯ２を含んでいる．大気中からどの程度のＣＯ２を

吸収するかについては表Ｖ－５の如くである．大気中
のＣＯ２は大体0.035％程度である．しかし都会にお

いては0.05～0.06％に及ぶことが多い1)．
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表Ｖ二５ＣＯ２の水に対する溶解度＊
（0～40℃大気圧760ｍｍ）
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図ｖ－６溶存炭酸の季節的変化

表Ｖ－６試料水の輸送によるＣＯ２の逸敬＊
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１１月１２月１月２月

1964年

カルシウム硬度の変化

鹿児島県の河川も図Ｖ=７に示すように，最低１９

ＣａＣＯ３ｐｐｍから最高４８ＣａＣＯ３ｐｐｍであって，日

本の河川の平均全硬度に近い．

さて，各河川について検討すると，図Ｖ=7～図Ｖ－９

に示すように五河川のうち天降川の硬度はＣａ,Ｍｇ硬

度いずれも高く平均全硬度で４６．３CaCO8mg〃であ

１０月．１１月１２月１月２月３月

、1963年1964年

図Ｖ－９マグネシウム硬度の変化変化

る．次いで米ノ津川の全硬度２９．１ＣａＣＯ３ｍｇ/jで，

残りの脇田，新川および甲突川の三河川は前二者に較

べいずれも低い．しかし，これらの五河川はいずれも

５０CaCO8mg/Ｉ以下で米国における分類の“非常に

軟水”の部類に属する')．特に天降川の硬度が高いの

は中・上流域に散在する温泉水の混入によるものと考

えられる．またＭｇとＣａとの比は凡そ脇田川で

1/4.2，新川が１/2.7,甲突川が１/2.8,天降川が１/２

および米ノ津川が１/3.2である．すなわち相対的Ｍｇ

とＣａの比は天降川＞新川＞甲突川＞米ノ津川＞脇田

川となっている.

これら河川の硬度は“非常な軟水'，の部類に属する

が，工業用水としては工業の種類によってまだまだ軟

化を必要とする場合がある．例えばＣａの塩は確石を

生じ，またＭｇはMgCl2で腐蝕性があるので高圧錐

を用いる場合０～2(CaCO8)ｍg//で低圧唯でも１７～

25ｍｇ//以下が許容限界で，上記河川の中軟化および

碓内処理をボイラー使用の際必要とされるものがでて

くる．一般にＭｇ,Ｃａの硬度の障害はボイラー，熱

交換器，蒸発器，濃縮器および配椅などにスケールを

生成し熱伝導を悪くし，部分的過熱を越して装置を損

傷するとともに，石鹸を難溶性にし，また染色を阻害

する原因となっている，

②一ざ⑳一介〆一一三
米ノ津川

4０１１

雨１

２０ｰ

ｑｇｄ

天降川カ
ル
シ
ュ
ウ
ム
硬
度

翠｡

川

【0：

脇田

１０ｰ

新川

１０月

1963年

図Ｖ－８
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表Ｖ－７工業用水の水質許容通＊（単位ｐｐｍ）
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塩素イオン量の変化
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２００
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0.1
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０．２
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表Ｖ=７は工業用水の水質許容量を示したものであ

り4)，特にビスコース工業やフィルム工業では硬度を

かなり問題としている．硬水の軟化法には（a)ゼオラ

イト処理，（b）石灰ソーダ処理，（c）常温石灰バリウ

ム処理，（d）石灰ソーダ法とゼオライト法の併用，

(e）陽イオン交換樹脂処理，（f）イオン交換全脱塩処

理など多くの処理法があるが，実際はこのうちのいく

つかを組合せて用いている．

７．塩素イオンの季節的変化

塩素イオンは水電解の陽極材料を腐蝕させたり，塩

類の濃度を増進させる原因となっているのでその含有

量の少ないことが望ましい．

Ｆ１木の河川の塩素イオン含有丑は２～5ｍｇ/ノでか

なり少ないのに対し，鹿児島県河川は一般に多く，米

ノ津川以外はいずれも平均7.8～8.7ｍｇ/／となってい

る．米ノ津川は比較的少なく4.7ｍｇ//である．

塩素イオンの季節的変化は図Ｖ－１０に示すように顕

著に認められないが，一般に漸増する傾向があること

は注意すべきことと思う．というのは，塩素イオンは

海水の影響ばかりでなく，汚物とも関係があり，塩素

イオンが増加することは汚水化が進むことと関連があ

るからである．

８．鹿児島県各河川別水質調査データ

各水質項目について各河川を論じてきたが，ここで

各河川別水質調査結果を表Ｖ~8～表Ｖ－１２に纏めた．

前述したように，この度は準備不足と不馴れのため水

質全項目にわたって分析結果を報告できないことは斯

悦に耐えないが，測定を行なった部分のみについて一

応集録した．また，鹿児島県各河川について1963年

１０月より1964年３月まで６ヶ月間の各水質項目の分

析結果の平均を求め，それを日本における河川の概

略の標準と比較した表（表V-13）を付して参考に供

した．

９．考察

鹿児島・谷山地区の加田川，新川，甲突川，国分・

隼人地区の天降川，出水地区の米ノ津川について1963

年10月から1964年３月まで６ヶ月間，毎月中旬採水

して水質試験を行ない，季節的変化による各水質項目

の変化を検討するとともに，工業用水としての価値に

ついて考察した．一般的にこれら五河川は珪酸が特に
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表Ｖ－１１天降川の水質
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表Ｖ－１２米ノ津川の水質
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高い以外は全国の水質の標準に近く，工業用水として

利用されうるものである．珪酸の除去法についても最

近イオン交換法などにより，かなり脱珪できるので最

新の用水処理法を用うればさほど心配はないと思う．

水質の点から５河川を比較すると，米ノ津川がずば

ぬけて良質の用水である．鹿児島・谷山地区河川は一

部汚水化の傾向が認められ，特に新川はその傾向がい

ちじるしいので，当局においてその防止についてなん

らかの方策を立てる必要を痛感する．

終りに，水質調盃について種々の便宜を戴いた県庁

企画部郡山技師，竹崎技師，水質検査法について貴重

な助言を戴いた鹿大（文理学部）大西助教授，採水の

御世話を願った鹿大工学部吉田氏に感謝致します．水

質の測定は主として，金丸助手，川崎助手，福重助

手および卒論生久保野君（現屋久島電工Ｋ､Ｋ､勤務）

によって行なわれたことを付記し，感謝の意を表し

ます．

文 献

1）岡本：「新化学講座」工業用水（上）（下）日刊
工業．

2）島田・菊池：日本化学雑誌．８１：〔2〕230～233
（1960)．

3）半谷：「水質調査法」丸善（1962)．
4）日本化学会：「化学と工業」「特集水」（1963)．

Ｖ1．総括一一鹿児島県工業化への助言

以上昭和38年度は種々の都合で地域的には川内，

北薩地区と大隅，都城地区に重点をおいて，現地調査

を行ない，またこれと平行して水質・水量調査を開始

し，鹿児島・谷山地区の河川と目される甲突川，新

川，脇田川，姶良地区の天降川，北薩地区の米ノ津川

の水質調査を開始し，ある程度水質を明らかにしてき

た．その後大隅地区の安楽川，永田川，肝付川などの

水質も調査中でこの点に関しては次年度報告で述べる

こととする．

昭和37年度報告と本報告を集約し，さらにわれわ

れグループ内に芽ばえつつある一つの鹿児島県工業化

の構想をまとめると概要次のようなものになってきつ

つある．しかしながらこれらは今後の水質，その他の

立地条件のより正確な調査によってあるいは訂正され

るかも知れないことはつけ加えておく．

１．鹿児島県は広大な面積を有し，そのなかには多

くの山系を有し異種の数小経済圏を有している．すな

わち列記すれば

ａ、出水経済圏

ｂ‘川内経済圏

ｃ・南薩経済圏

ｄ、鹿児島・谷山経済圏

ｅ・国分・加治木経済圏

ｆ，大隅・志布志経済圏

ｇ、熊毛経済圏

鹿児島県発展のためには工業開発は，広く二次，三

次産業を含めた産業発展の職想の内で考えねばならな

いものと思う．

これら各経済圏はそれぞれ違った性格を持っており

工業立地的にも条件が異なるので，工業化するに際し

ては当然適種産業に違いがでてくる．

さて，鹿児島県に今後一応適しており進出乃至芽ば

えてくると一応考えられる工業をその性格上分類すれ

ば次のようになる．

Ａ，臨海型大型工業

石油精製業，石油化学工業，製鉄工業，火力発

電，電熱工業

Ｂ・臨海型中小型工業

砂鉄精錬業，原料移入工業（飼料工業，油脂工

業，食品製菓工業，製粉工業）

ｃ・資源立地型工業

股産資源工業（でんぷん工業，同加工工業，な

たね油搾油，製油工業，製糖工業など）

林産資源工業（パルプ，製紙工業，合板工業，

家具，木工工業，木材化学工業）

畜産資源工業（食肉加工工業，乳酪製品工業，

皮革，羊毛工業）

水産資源工業（水産加工品工業）

鉱産資源工業（非鉄金属製錬業，砂鉄工業，軽

量骨材製造工業，陶磁器工業，海水利用工業）

Ｄ・労働力集約型工業（農業機械製造業，軽機械製

造業，精密機械工業，機械修理業，軽電機製造

業，プラスチック加工工業，製薬工業,農薬工業，

合成繊維織物染色工業）

さて以上あげた工業について各地区別にもつとも適

していると考えられる工業を一応選んで見よう．

ａの出水地区は干拓地を含む広大低廉な大工業用

地を有するのが第一の魅力で，他の条件もよいのでＡ

群の大型工業誘致の可能性がある．ただやや気にかか

るのは工業用水の質に問題はないが量的に少々不足す

る可能性のある点と大型タンカーはシーバースを使用

するとして，製品積出用中小型タンカー接岸の港湾建
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設の可能性の有無である．この地方は石油精製を行な

っても製品が海路タンカーにより長崎，佐賀，熊本の

各県に容易に供給できること，福岡県にも一級国道を

利用し４～５時間で運べることは大きな強みである．

因みに石油使用量はその伸びから見て昭和4s年度以

降序言でもふれたように九州内の需要だけから見ても

大製油所を九州内にもう１ケ所必要とするようになり

(昭和37年度当グループ報告参照)，かつ九州内でそ

の消壁のもつとも大きいのは船舶関係の消費から長崎

県である．

ｂの川内地方は主として用地港湾の事情からＡは

難しくＢ,Ｃ,Ｄのうちから適したものを選ぶべきで

ある．林産資源工業などはもつとも適している．

ｃの南薩地区は工業用水不足，輸送事情悪く本県

では工業化の難しいところであるから，用水を余り必

要としない農，林，畜産物加工業の方向から始めるべ

きであり，鹿児島地区とともに観光方面への飛躍と併

せ考えるべきであろう．

ｄの鹿児島・谷山地区は工業用水の汚染化，水量

に問題があり，かつ地価から見てもＡの大型臨海工

業は誘致が困難であろう．むしろＢの小型臨海工

業，Ｄの各種労働力集約型工業を谷山・南港方而の

埋立地に誘致し，錦江湾国定公園，桜島，指宿，佐多

を含む観光開発と平行して考えるべきであろう．なお

鹿児島市内に散在する各種工場の工場団地への移転を

用水問題の解決と共に早急に実現して市内河川の汚染

その他を防ぐべきである．ｅの国分・加治木地方は

天降川を中心とする豊富な用水と国分干拓地など相当

広大，低脈な用地を有する大規模工業化にも適してい

るが，同地区は特殊事情として錦江湾の一番奥にあ

り，同湾の汚染をおそれ，大規模工業化には地元の熱

意が見られないようである．しかしＣ,Ｄに属する工

業には全く適地であり，最近かなりの工場が建設され

てきており，自然発生的にも工業はこの地にやってく

るものと思われる．ｆの大隅・志布志地区は本文皿

で詳しく触れたので簡単に止めるが，地理的条件から

ＡよりはＢの可能性大きく，さらにＣ,Ｄいずれ

の工業も可能でもっとも適したものをおこしていくべ

きである．特に志布志地区は工業開発に熱心であり，

同地区は大型港湾建設と同時にＢに層する砂鉄精錬

業，飼料，食品，製粉工業などを臨海地域に，Ｃに

属する大隅地区の資源を利用する加工工業や，Ｄの

各種工業を広大な北部台地に誘致すれば大発展が望ま

れ,都城地区は噂陸地として周辺各地の資源利用型工
業とＤの労働力集約型工業が適している．

ｇの熊毛地区，屋久島には既に屋久島電工が大工

場を建設し，カーバイド，カーボランダム，電鋳煉瓦

などの豊富胴面な電力を利用する電熱化学工業を確立

している．同地区はやや用地に心配があるが他地区に

見られない脈価な電力という一大利点があるほか，工

業用水，労働力などに恵まれており，今後も電力の開

発とともにカーバイド，ナフサなどからのエチレン，

アセチレン製造，有機合成化学工業，海水利用のブロ

ム，マグネシウム製造工業，電解工業などの計画があ

るようであり，鹿児島県ではもつとも前進的な化学工

業の尖兵となっている．しかし現在の悩みは製品搬

出，原料輸入の大型港湾欠如にあり，是非早急にこの

点を解決して屋久島の発展をはかるべきであろう．

以上各地区別に述べてきたが，最近全国各地とも巾

央にある大企業はいずれも深刻な求人難に見舞われ，

労働力は工業立地条件中で非常に大きなウェイトを占

めてきており，上記の各労働力集約型工業は今後特に

地方分散化の傾向が強くなるので，本県の各地区にと

っては誘致上絶好の機会である．また各地区ともその

工業化を活溌にするには，九州縦貫道路の完成と同時

にその延長ともいえる大型港湾の整備がもつとも強く

要望される．鹿児島新港についで，太平洋に面する中

心地の志布志港，西側海岸に一港，屋久島工業化のた

めに適当な港湾，これらが早急に整備されることが工

業用水道の問題とともに重要問題であると考える．

V皿，後記

この調査研究を行なうに当って，鹿児島県ならびに

当該市町村当局の御協力を得たこと，ならびにこの調

査研究費の一部は鹿児島大学援助会から受けたもので

あることを記して，深甚の謝意を表するものである．
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